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○子どもを原点にし、一人ひとりに寄り添います
○一人ひとりの子が、社会のつくり手となりゆくための根っこを育てます

　子どもたちが毎日学校へ来ることを楽しみにするような学校生活をつくりだした
いと願い、教科学習やさまざまな活動に、子ども自らがとりくむようにしています。
そして、遊びなども含むあらゆる活動を通して学ぶことを大切にしています。
　桐朋小学校は、子ども一人ひとりが現在を充実させて生きること、その子らしく
生きることを大切にしています。「教科教育」「総合活動」「自治活動」の3領域を置き、
教職員が個性豊かに協働しながら展開していきます。
　低学年は少人数の 24 名で運営されます。3年生からは 36 名 2 学級制となり、
より幅広い視野で様々に取り組みます。外国語・総合・社会科を包括した「地球市
民の時間」は、多文化共生、国際理解はもちろん、世界の平和や持続可能な未来の
ために考え行動できる人を育て、未知の出会いを楽しむことを大切にする、まさに
学びの土台を育む時間です。

●子どもに正しい知識をしっかりとした理解の上で蓄えさせるために、
教師が自主的に編集しています。学年ごとの漢字ドリルや、内容を精選し、すじ道
だった指導ができるようにと心がけた『さんすう テキスト』などがあります。

●４年生以上の学年は、毎年、八ヶ岳高原寮で合宿活動を行います。登
山、野外料理、グループ別活動など、自治的・集団的活動が展開されます。

●低学年から授業のなかに畑での作業が組み込まれており、自分たちの手
で作物を育て、収穫します。子どもたちはここで五感をはたらかせて学んでいきます。

●「しぜんひろば」の名前は子どもたちがつけました。四季を感じな
がら土の匂いや豊かな緑、生きもの観察などが体験できる子どもたちに人気の場です。

一人ひとりの、幸せな
子ども時代のために

コミュニティとして成立する学校、子どもたちの顔が見える学校を基底として
　①豊かな感性を育む
　②しなやかな身体を育む
　③確かな学力を育む
　④総合活動で、生きる力を育む
　⑤子どもの主体性を育む
ことを大事にしている。

上級学校に
進むには

女子は桐朋女子中学校、男子は桐朋中学校へ、それぞれ推薦
入学制度があります。
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